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１．はじめに 

 既往構築した、海水準変動とともに隆起・沈降による地形変化や侵食・堆積による地盤の堆積構造変化を

考慮できる塩淡境界挙動モデル（図-1）については、検証地点（東灘周辺）における現況再現計算の結果、

これまでのモデルに比べ超長期にわたる複雑な塩淡境界挙動を表現することが可能であることが示されてい

る 1)2)。しかし、図-2 の塩淡境界挙動を見ると、海水準低下時（1.8 万年前）には堆積層の大半が淡水環境に

なっている。本検討では、検証地点の過去から現在の塩淡環境を推定することにより地層への塩分残留につ

いて推察し、地層への塩分吸着が塩淡境界挙動に与える影響を検討する。 
 
２．検証地点の塩淡環境の推定 

 地表から-150m 程度の砂層および粘土層のボーリングコア試料をＣＮＳ元素分析を行いイオウ成分を定

量した。ここで、粘土層のイオウ成分は過去（堆積時）の塩淡環境を、砂層のイオウ成分は現在の塩淡環境

を示唆し、ＴＳ(Total Sulfur)濃度が約 0.3%以上で海水環境を示すとされている。図-3 の分析結果より、構

築したモデルの「粘土層Ｂ」に相当する深度 60m から 110m で、粘土層のＴＳ濃度が高くなっており、この

粘土層は海水環境で堆積し、その塩分が現時点まで残留していることが推察される。 
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図－1 モデルの概要 
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図－2 塩淡境界挙動（既往モデル） 

図－3 CNS 分析結果（TS 濃度） 
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３．検討方法 

 既往構築したモデルでは、イオウ成分分析結果から示唆された粘土層への堆積時からの塩分残留が表され

ていない。この塩分残留現象を、粘土層への塩分の吸着と仮定し、これを考慮したモデルによる検証解析を

行う。塩淡境界挙動を評価する移流分散方程式を以下に示す。 
（基礎式）                   （遅延項） 
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ここで、R：遅延係数、Dij：分散テンソル、Vi：実流速、Qｃ：源泉項、λ：減衰定数、θ：体積含水率、C：

濃度、ρ：溶媒の密度、kd：分配係数、ρd：土の乾燥密度である。 
一般の塩淡境界挙動解析では、吸着による遅延効果を見込まず R＝1.0 を設定している。本検討では、想

定される範囲内で粘土層の分配係数もしくは遅延係数を変更し、地層への塩分吸着が塩淡境界挙動へ与える

影響を確認するものとした。 
 
４．検討結果 

(1)検討ケース 
 既往モデルの粘土層の遅延係数および分配

係数を変更した表-1 のケースを実施した。な

おケース２は、粘性土への塩分の吸着量の割

合（分配係数）が濃度に依存するものとした

ケースであり、実施に際して、解析コー

ドの修正を行った。 
(2)検討結果 
 鉛直方向濃度分布を図-4 に示す。これ

より、遅延係数の値が大きくなると「粘

土層Ｂ」(標高-60～-70m)に、海水準低下

時でも現況と同じ程度の塩分が残留する

ことが示された。また、塩分残留現象は

R=1000 以上とすると表現されることが

明らかとなった。なお、分配係数を濃度

に依存する値として設定し、検証データ

と比較して設定方法の妥当性を見いだす

ことを試みたが、現時点では明瞭な成果

は得られなかった。 
 
５．まとめおよび今後の課題 

 堆積構造地形での塩淡境界挙動を把握する際には、地層の塩分吸着等を考慮する必要があることが明らか

となった。また、この塩分吸着現象は、解析において遅延項を考慮することにより表現可能であることが示

された。ただし、塩分の分配係数については不明な点が多いため、今後は分配係数の設定に関する調査検討

が必要である。 
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表－1 検討ケース 

No. Ｒ値、Kd値 備考 
ケース１－１ R=1.0 従来検討ケース 
ケース１－２ R=100  
ケース１－３ R=1000  
ケース１－４ R=10000  

ケース２ Kd=Koc×C Kdを濃度(C)依存とする 
ここでは、Koc=1000 と設定 

 

図－4 鉛直方向濃度分布 

東灘地点：鉛直方向の濃度分布（1.８万年前）
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東灘地点：鉛直方向の濃度分布（現在）
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